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《
大
髙
議
員
》

　

水
産
庁
は
、
平
成
30
年

１
月
23
日
に
太
平
洋
ク
ロ

マ
グ
ロ
（
30
キ
ロ
グ
ラ
ム

未
満
）
の
漁
獲
の
全
国
一

律
の
操
業
自
粛
要
請
を
出

し
た
。
こ
れ
は
、
現
実
的
な

操
業
停
止
命
令
で
あ
り
、
平

成
30
年
５
月
、
６
月
に
漁
獲

す
る
つ
も
り
で
、
昨
年
７
月
、

８
月
の
漁
獲
を
抑
え
て
い
た

漁
業
者
は
、
大
変
な
損
害
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。

①
我
が
町
へ
割
り
当
て
ら
れ

た
漁
法
別
の
漁
獲
量
の
現
状

は
。

②
今
年
５
月
、
６
月
に
漁
獲

し
よ
う
と
割
り
当
て
を
意
図

的
に
残
し
て
い
た
漁
業
者
に
、

町
と
し
て
ど
ん
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

③
水
産
庁
に
収
入
補
償
制
度

の
拡
充
を
他
団
体
と
一
緒
に

陳
情
す
べ
き
で
あ
る
。

《
町
長
》

①
深
浦
管
内
漁
協
へ
の
割
り

当
て
は
１
６
７
ト
ン
で
あ
り
、

定
置
網
漁
業
１
０
９
ト
ン
、

は
え
縄
漁
業
等
58
ト
ン
と
な

っ
て
い
る
。

　
今
年
１
月
末
ま
で
の
漁
獲

数
量
は
、
定
置
網
漁
業
47
ト

ン
、
は
え
縄
等
41
ト
ン
、
合

わ
せ
て
88
ト
ン
と
な
っ
て
お

り
、
漁
獲
上
限
に
対
す
る
消

化
率
は
52
・
７
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
た
め
、
「
現
実
的
な

操
業
停
止
命
令
」
に
は
当
た

ら
な
い
と
考
え
る
。

②
マ
グ
ロ
小
型
魚
漁
獲
規
制

に
対
し
て
、
国
に
お
け
る
具

体
的
な
方
針
や
調
整
が
な
さ

れ
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
、

町
独
自
の
支
援
策
等
を
打
ち

出
す
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

い
状
況
で
あ
る
た
め
、
収
入

減
少
対
策
と
し
て
の
共
済
制

度
の
加
入
促
進
や
情
報
提
供

を
徹
底
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
国
に
支
援
を
訴
え
て

い
く
こ
と
を
優
先
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

③
全
国
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
業

関
係
者
で
は
、
太
平
洋
ク
ロ

マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
を
大
き

な
問
題
と
捉
え
、
陳
情
活
動

は
行
っ
て
い
る
。
青
森
県
、

青
森
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
及
び
青
森
県
漁
業
経
営
安

定
対
策
本
部
並
び
に
全
国
市

町
村
水
産
振
興
対
策
協
議
会

に
お
い
て
も
、
要
請
書
を
水

産
庁
長
官
に
提
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
村
会
で
も
、
漁
獲

規
制
に
伴
う
収
入
減
少
に
対

し
て
、
国
の
責
任
で
対
処
す

る
よ
う
要
望
す
る
な
ど
、
各

方
面
か
ら
陳
情
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

高
齢
者
家
庭
や

一
般
家
庭
の
防
火

態
勢
に
つ
い
て

《
大
髙
議
員
》

　
最
近
、
全
国
的
に
火
災
に

よ
る
死
亡
者
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
、

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯

が
、
ま
す
ま
す
多
く
な
る
こ

と
か
ら
次
の
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
。

①
町
内
で
は
、
70
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
が
５
６
５
人
、

老
夫
婦
世
帯
が
３
８
３
世
帯

と
聞
く
が
、
こ
の
人
た
ち
へ

の
、
防
火
態
勢
や
火
災
時
の

避
難
方
法
等
の
啓
発
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

②
消
防
署
は
、
各
家
庭
に
直

接
防
火
指
導
を
す
る
。
あ
る

い
は
、
消
防
団
員
を
調
査
員

と
し
て
巡
回
さ
せ
る
方
法
を

取
る
べ
き
と
思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

《
町
長
》

①
深
浦
消
防
署
及
び
岩
崎
分

署
で
は
、
学
校
、
保
育
園
、

老
人
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、

約
30
か
所
の
大
規
模
施
設
に

お
い
て
、
避
難
訓
練
や
消
火

器
に
よ
る
消
火
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
老
人
世
帯
の
住

宅
用
火
災
報
知
機
設
置
状
況

調
査
も
年
３
回
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
毎
日
、
広
報
車

で
火
災
予
防
の
周
知
を
行
っ

て
い
る
。

②
各
消
防
団
に
つ
い
て
も
、

春
と
秋
の
火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
担
当
地
区
内
で
火
災

予
防
の
呼
び
掛
け
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
女

性
消
防
団
員
が
、
２
人
１
組

で
一
人
暮
ら
し
の
老
人
宅
を▲火災防止呼びかけパトロール

大髙恒藏議員

訪
問
し
て
、
見
守
り
活
動
を

含
め
防
火
等
に
関
す
る
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

地
震
対
策
の
一
環

と
し
て
家
屋
の
補

強
調
査
及
び
宅
地

等
保
護
壁
の
調
査

の
実
施
に
つ
い
て

《
大
髙
議
員
》

　
家
屋
の
耐
震
化
や
、
個
人

住
宅
の
石
積
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
擁
壁
、
住
宅
地
の
斜
面
を

保
護
す
る
擁
壁
な
ど
の
老
朽

化
の
実
態
を
調
査
し
、
住
民

に
補
強
の
必
要
性
を
知
ら
せ
、

補
強
経
費
の
一
部
助
成
を
す

る
考
え
は
。

《
町
長
》

　
県
で
は
、
市
町
村
が
実
施

す
る
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び

耐
震
改
修
並
び
に
建
替
え
に

対
し
一
部
補
助
す
る
制
度
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
町
単
独
で
の
助
成
の
実
施

は
困
難
で
あ
る
た
め
、
国
・

県
が
行
う
補
助
事
業
を
活
用

し
た
事
業
実
施
に
向
け
、
近

隣
市
町
村
の
状
況
も
把
握
し

十
分
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

耐
震
化
の
必
要
性
等
に
つ
い

て
も
、
広
く
町
民
に
普
及
・

啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。ひ

き
こ
も
り
の
実

態
調
査
を
実
施
し
、

具
体
的
な
対
策
を

考
え
よ

《
大
髙
議
員
》

　
国
の
実
態
調
査
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
40
才
か
ら
59
才

ま
で
を
対
象
に
実
施
す
る
そ

う
だ
が
、
当
町
で
は
、
全
家

庭
を
対
象
と
し
て
実
施
し
、

具
体
的
に
ど
ん
な
支
援
が
で

き
る
の
か
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

　
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
、
孤

独
、
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者

や
貧
困
層
の
中
に
は
、
適
度

な
暖
房
を
せ
ず
に
低
体
温
症

に
な
っ
て
い
る
人
が
増
え
て

い
る
と
聞
く
。
こ
れ
ら
も
調

査
の
対
象
に
す
べ
き
で
あ
る
。

《
町
長
》

　
平
成
29
年
度
は
、
大
ま
か

な
対
象
者
の
把
握
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
今
後
、

絞
り
込
み
な
が
ら
、
そ
の

方
々
を
対
象
と
し
た
就
労
支

援
対
策
等
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
保
健
師
な
ど

が
一
体
と
な
り
、
個
々
の
要

因
、
背
景
や
実
態
を
把
握
す

る
こ
と
で
、
対
象
者
の
状
態

に
合
わ
せ
た
就
労
内
容
、
時

間
な
ど
調
整
し
て
各
事
業
者

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
就
労
支
援
だ
け

で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ
た

医
療
や
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
等

も
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

生
活
困
窮
者
等
の
方
に
つ
い

て
は
、
生
活
扶
助
に
つ
な
げ

る
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

認
知
症
に
な
ら
な
い
人

づ
く
り
や
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
増
員
、
そ
し

て
見
守
る
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て

《
大
髙
議
員
》

　
日
本
で
は
、
５
、
６
年
後

に
認
知
症
患
者
が
７
０
０
万

人
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
６
割
（
４
２
０
万

人
）
が
進
行
性
の
病
気
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
あ
る
ら

し
い
。
治
療
は
薬
で
進
行
を

遅
ら
せ
る
方
法
し
か
な
い
よ

う
だ
が
、

①
認
知
症
に
な
ら
な
い
人
づ

く
り
対
策
を
考
え
て
実
行
し

て
は
ど
う
か
。

②
本
人
は
、
自
覚
が
な
い
の

で
、
家
族
や
地
域
の
人
が
そ

れ
ら
し
い
行
動
と
見
受
け
ら

れ
た
ら
、
治
療
を
受
け
る
こ

と
を
気
軽
に
話
せ
る
地
域
づ

く
り
を
町
で
進
め
て
い
く
考

え
は
。

③
町
は
、
養
成
講
座
を
開
催

し
て
認
知
症
見
守
り
隊
や
サ

ポ
ー
タ
ー
を
増
員
す
る
と
と

も
に
、
役
場
全
職
員
に
サ
ポ

ー
タ
ー
の
講
座
を
受
講
さ
せ
、

各
地
域
の
地
域
づ
く
り
組
織

に
加
入
す
る
よ
う
指
導
し
て

は
ど
う
か
。

《
町
長
》

①
認
知
症
予
防
対
策
と
し
て
、

平
成
22
年
度
か
ら
学
習
療
法

を
取
り
入
れ
た
「
脳
の
健
康

教
室
」
を
実
施
し
て
い
る
。

週
１
回
の
教
室
と
６
日
間
の

自
宅
学
習
に
よ
り
脳
の
活
性

化
を
図
り
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
か
ら
社
会
参
加
へ
の
き▲認知症サポーター養成講座（いわさき小学校）

太平洋クロマグロ（30キログラム未満）の
操業自粛要請に対する対策について

答弁：町独自の支援策を打ち出すことはなかなか難しいが、沿岸の各自治体及び
　　　関係機関と連携しながら、漁業者の声を届けることは大事であると考える。
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▲認知症サポーター養成講座（深浦町婦人会）

っ
か
け
づ
く
り
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
実
績
は
、
深
浦
、

岩
崎
、
大
戸
瀬
の
３
会
場
合

わ
せ
て
71
回
開
催
し
、
参
加

者
は
延
べ
５
８
２
人
と
な
っ

て
い
る
。

②
町
で
は
、
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
を
見
守
る
応
援
者

と
し
て
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
し
て
い
る
。
今

年
度
の
受
講
者
は
１
０
６
人

で
あ
り
、
延
べ
４
６
１
人
の

方
が
受
講
し
て
い
る
。

　
平
成
32
年
度
末
ま
で
に
、

全
市
町
村
で
実
施
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
「
認
知
症
の

人
及
び
家
族
へ
の
支
援
体
制

づ
く
り
」
と
し
て
、
新
年
度

か
ら
、
認
知
症
と
そ
の
家
族

を
中
心
と
し
た
地
域
の
集
い

の
場
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を

運
営
す
る
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
受
講
者
は
、
年
々
増

え
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
役

場
職
員
も
昨
年
１
月
に
１
０

２
人
が
受
講
し
て
い
る
。
今

後
、
全
職
員
が
受
講
す
る
よ

う
開
催
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
地
域
の

地
域
づ
く
り
組
織
へ
の
加
入

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

各
個
人
に
任
せ
て
い
る
が
、

職
員
は
、
認
知
症
対
策
の
重

要
性
を
十
分
認
識
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

※
認
知
症
カ
フ
ェ
事
業
と
は

　
認
知
症
状
の
悪
化
防
止
、

相
互
交
流
、
情
報
交
換
、

認
知
症
へ
の
理
解
の
場
と

し
て
『
認
知
症
カ
フ
ェ
』

事
業
に
取
組
む
団
体
等
に

対
し
て
補
助
を
す
る
。

自
殺
対
策
計
画

作
成
に
つ
い
て

《
大
髙
議
員
》

①
平
成
30
年
度
中
に
計
画
を

作
成
す
る
よ
う
、
国
・
県
か

ら
要
請
が
あ
る
と
思
う
が
、

過
去
に
は
ど
の
よ
う
な
計
画

や
事
業
を
や
っ
て
き
た
の
か
。

②
孤
独
死
、
自
死
、
依
存
症

死
（
薬
物
、
た
ば
こ
、
ア
ル

コ
ー
ル
、
買
い
物
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
）
等
に
つ
い
て
細
か
く

対
策
を
立
て
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。
依
存
症
は
、
脳
内
物

質
の
ド
ー
パ
ミ
ン
と
関
係
あ

る
病
気
で
あ
る
こ
と
。
１
人

の
力
だ
け
で
は
回
復
は
難
し

い
認
知
症
と
同
じ
地
域
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
。

《
町
長
》

　
自
殺
対
策
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
中
に
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
町
で
は
、
自
殺
対
策

計
画
策
定
の
準
備
中
で
あ
り

「
生
き
る
支
援
」
に
関
す
る

事
業
を
主
体
と
し
、
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

①
過
去
に
は
、
「
健
康
ふ
か

う
ら
21
」
及
び
「
健
康
ふ
か

う
ら
21
・
食
育
推
進
第
２

次
」
の
計
画
を
策
定
し
、
事

業
と
し
て
、
小
・
中
学
生
を

対
象
と
し
た
「
心
の
健
康
づ

く
り
教
室
」
、
「
い
の
ち
の

教
室
」
、
一
般
町
民
を
対
象

と
し
た
「
自
殺
予
防
講
演

会
」
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
３
年
前
か
ら
は
、

自
殺
者
の
早
期
対
応
の
中
心

的
役
割
を
果
た
す
人
材
を
養

成
す
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
研
修
」
を
開
催
し
て
い

る
。

②
孤
独
死
に
つ
い
て
は
、
民

生
委
員
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
の
見
守
り
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
自
殺
の
原
因
と
し
て

最
も
多
い
「
う
つ
病
」
に
つ

い
て
は
、
早
期
発
見
で
き
る

よ
う
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の

人
材
を
増
や
し
、
正
し
い
知

識
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。

　
依
存
症
に
つ
い
て
は
、
病

気
と
捉
え
、
保
健
所
、
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
で
相

談
を
受
け
る
対
策
を
既
に
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
自
死
の
背
景
に
は
様
々
な

社
会
的
要
因
が
あ
る
、
そ
の

対
策
は
、
保
健
、
医
療
、
福

祉
、
教
育
、
労
働
、
そ
の
他

の
関
連
施
策
と
の
連
携
が
必

要
で
あ
り
、
「
誰
も
が
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
社
会
」
を
目
指
し
た
計
画

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

　
自
殺
の
危
険
性
を
示
す

サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
適
切

に
対
応
で
き
る
、
言
わ
ば

『
命
の
門
番
』
と
位
置
付

け
ら
れ
る
。


